
災害看護専門看護師の活動
　災害看護専門看護師（Certified Nurse Specialist in Disaster Nursing)　は2017年に認定が開
始されました。　
　「災害看護」分野の特徴は、災害ごとに異なる被害や時間経過の特性をふまえ、限られた人的・物
的資源の中で、被災した人々やコミュニティ、社会に対してメンタルヘルスを含む適切な看護を提供
することです。また、平時から多職種や行政等と連携・協働し、減災・防災体制の構築と災害看護の
発展に貢献することです。
　「災害大国」といわれるわが国では、頻発している災害の大規模化・多様化・長期化に伴い、被災
した人々の健康と生活の質の確保が課題となっています。私たち、災害看護専門看護師は、被災した
すべての人々が災害時に適切なケアを受け、二次的な健康障害を起こしたり、災害関連死にいたるこ
とのないよう、人々のいのちと生活を守るため、災害の発生する前の備えの段階から、発生直後、そ
して復旧・復興の長期にわたり他職種や行政等と連携・協働しながら、看護を提供しています。

〈主な所属機関〉 
・災害拠点病院などの医療施設や在宅ケア領域の事業所、行政、教育機関など
〈主な活動場所と内容〉
・所属施設や地域の中での平時の防災・減災活動や教育活動、災害発生時の災害現場、被災地域の病院、救護所、避難所、
仮設住宅、在宅などでの看護支援活動
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　私達は全ての災害サイクル（災害発生直後から急性期、慢性期、復旧復興期、静穏期）を対象として活

動しています。これまで、国内で発生した地震や水害など、刻々と変化する災害現場の状況やその時々の

被災地が求めるニーズに応えるよう活動してきました。また2020年に発生した新型コロナウイルス感染

症のパンデミックにおいては各施設などにおける危機管理体制の中でその専門性を発揮してきました。

災害看護専門看護師の６つの役割

災害看護専門看護師になるには？

災害の特性を踏まえ、人的・物的資源が
制限された状・況下で、被災者（救援者
を含む）や地域社会の潜在的・顕在的な
問題をアセスメントし、メ ンタルヘルス
を含む看護実践を行う。

災害看護に関連した教育・
研究活動を通し、災害看
護の提供体制を提案する。 

個人・家族・組織・地域
における防災・減災に向
けた教育活動を行う。 

災害の活動現場における
行政・住民組織・団体・
他職種・ボランティアな
どとの連携・協働・調整
を行う。

災害の活動現場において
看護者を含むケア提供者
に対しコンサルテーショ
ンを行う。

実践

相談

調整

研究

教育

倫理調整

役割

災害の現場において人間とし
ての尊厳が保たれるように倫
理的問題の解決や環境調整を
行う。

日本看護協会による専
門看護師認定審査を受
審

ステップ3

下記養成機関のいずれ
かで専門的教育を受け
修士課程を修了

ステップ2

審査で合格し災害看護
専門看護師資格取得

ステップ4

◾日本赤十字看護大学大学院
◾福井大学大学院

◾四天王寺大学大学院
◾神戸市看護大学大学院

◾日本赤十字広島看護大学大学院

ステップ1

看護師として５年以上
（うち災害に関連した経
験３年以上）

災害看護専門看護師 養成機関一覧（2024.4.1 現在 順不同）

※詳細は日本看護協会 HP をご覧ください！　　https://jpncns.org


